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情報機材 を利用 した有機的学級経営の提案

体験学習か ら e
− 1earning まで

辻 　陽一 ＊ 1

〔概要 〕平成 15 年度本校国際科入 学生 は 、 1 ク ラ ス 42 名 とい う単学級 で あるが、

発 表者は 、 こ の 学年 を 3 年間担当す る 。 そ こ で 、カ リキ ュ ラ ム の 中核 となる国際教

育 、 英語教育に 、 情報機材 を援用する こ とで 生 まれ る教育効果 を、（1）英語 力 、 （2 ）

国際理解 の深化 、 （3 ）学校 へ の 好意度 とい う観 点か ら、現 在 の 取 り組 み を紹 介す る。
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1　 は じめ に

　今年 入学の 国際科 20 期生 は 1 ク ラス

42 名の 単学級 で あ る が、発表者は担任 と

して 3 年 間ク ラ ス 運営 を任 されて い る 。

担当す る総合英語 は 5 単位 と単位数が 多

い こ と もあ り、ク ラス 運 営、教科指導 に

お い て 、 自由度が 高 く、特色 あ る教育実

践が 可能で あ る 。 そ こ で 、 ク ラス 運 営 、

教科指導 、 学年行 事な どを相 互 に関連性

を もたせ た 有機 的学級経 営 を志 向す る こ

とに した 。 また 光 フ ァ イバ ー が導入 され

た こ とで 、情報機材 を活用 した教育実践

を本格的 に行 う環境が整 い
、

e
− learning

が可能 とな っ た 。 本研究は 、平成 14年 3

月 卒業の 国際科 16期生 に対する実践研究

で えた成果 をもとに 20 期生 へ の 取 り組み

を紹介す る 。

コ　 16 期生の 国際交流 と情報教育

　三 年 間担 当 した 16期生は ビデオ編集や

フ ラ ッ シ ュ を使 っ た ア ニ メ製作な どマ ル

チ メデ ィ ア 製作 と活発 な国際交流を 実践

の 柱 と した 。 具 体的に は 、 ハ ワ イ や 韓国

の 生徒を招い て 行っ た語 学合宿 とそ の 後

4 回 にわ た る国際交流プ ロ ジ ヱ ク トを実

施 した （表 1 ）。 そ の 結果、次学年で あ る

17 期生 との 比較 で 、国際交流 と IT を利

用 した 教育に大 きな差が現れ た 。 学校に

対す る好意度は 、 ほ ぼ 、 同 じで あ る が 、

本校 の 教育を通 じて 活 発 な 国際交流 を経

験 した と答えた 割合に 差が見 られ る と と

もに 、 17 期 生 で は情報 教 育をあ げた生

徒はい ない （表 2 ）。

表 1　 1999年〜2001年実施の国際共同学習
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表 2 　 16 ・17 期生、学校生活充実度比較

16 期 生 17期 生

1校舎 88％ 校 舎 58％

2国際交流 80％ 国際交 流 55％

3個別指導 57％ 教員 48％

4先輩
・
後輩 54％ 授 業内容 45％

4 自然 環境 54％ 図書館 42％

6施 設
・
設備 51％ 自然環 境 42％

7 図書館 51％ 授業内容 42％

8情報教育 48％ 個別 指導 30％

9 授業内容 48％ 生徒 の 質 27％

10授業 43％ 先輩 ・後輩 24％

11生徒の 質 43％ 制服 ・制靴 24％

皿　 20 期生 の 学級経営方 針

　ネ ッ トワ
ー ク環境が整 っ た 20 期生 に対

して は 、以 下 の 教育方針で 臨む こ とに し

た 。

　（D 透明性

　　国際科の 教育方針を明 らか にす る

　（2）実感 で きる教育サー ビ ス

　　保護者や 生徒 が 実感で きる教育サ ー

　 ビ ス の 提 供。

　（3）進路保証

　具体的 には 大学進学実績 。

以 上 を具体化す る た め IT を活 用 し、以

下を軸に 教育実践 を行 う。

　 （D　ウェ ブ上で 教育活動報告

　
一一一

〉透明性 を担保す る

　（2） e
− learningを用い た 自己学習

　（3） e
−
survey を用い たデータ分析

　 （4） テ レ ビ会議 を用 い た発 表

　 （5） e
− discussi。n を用い た意見交流

　一一一〉（2）〜 （5）実感で きる教育サ
ー ビス

　 以 上の 教育活動 を行 う中で 、学習意欲

を も っ た 生 徒が進 学実績 をあげる、 つ ま

り、「進 路保証」 を担保す る。

N 　身に つ け させ た い 能 力

　m で 立て た 教 育方 針 と具 体的 な環境を

提 供す る中で 、以 下の 能力 を習得 させ る 。

　（1） 技術習得 （英語 ・ lT の リテ ラシ

　
ー一

）

　 （2） 考える力をつ け る

　 （データ収集 、 分析 、判断、実行）

　 （3） 自己 表現力を つ け る （発表能力）

　 （4）異文化理解

V 　E・Learning の 活用

　E北 earning と他の 学習形態 の 違 い は何

か 、表 3 に ま とめた 。 表 か ら明 らか なよ

うに 、E−Learning 環境 で は、他 の 生徒の

進度 とは無 関係 に 自分の ペ ー
ス で 学 習で

き るた め 、時間的 ロ ス はな く、
一斉授業

で は 不 可能 な個別 指導が 可 能 とな る 。 ク

ラ ス か ら離れ て 、調 ぺ 学習や テ レ ビ会議

を同 時並行 で行 うこ と も可能 となる 。 ま

た 、学 校 と い う強 制的 学習環 境 で は 、

E−Learning に も集中で きる 。
つ ま り、家

庭学習で は 不 可能な、皆が 学習 して い る

か ら、自分 も学 習 す る と い う雰囲気 の 中

で 学習 を行 うこ とがで き る 。

表 3　 E−Learningと他の学習形態

一
斉授

　業
e
・learning

家庭学

　習

強制的学習環

境
○ ○ ×

ロ ス タイ ム が

ない
× ○ ○

個別 指導が可

能
× ○ ×

他の 学習活動

と併行可能
× ○ ○
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VI　 20期生に対する こ れまで の取 り組み

（1） ウェ ブペ ージの 公 開

　生 徒や保護者に国際科 の教 育に対す る

理 解 を深 めて も らうた め 、 ウェ ブペ ージ

を公 開。http：〃www ，　yoichit 、　com ／wb ／

  安全 プ ロ ジ ェ ク トに参 加

　 ハ ワイ 、 ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク 、大 阪府 内 の 私

学数校参加の プ ロ ジ ェ ク トに参加 し、テ

ー マ の 「安全」 に っ い て 理解 を深め る と

ともに国際交流を行 う。

（3）　e
−
survery

　 日米の 高校生 の 安全 や 人生観に対す る

ア ン ケ
ー ト調査 を 20期生 に も実施 。ア メ

リカ の 高校生 の 結果 と比較させ る 。

（4）　e
−discussion

　 安全 プ ロ ジ ェ ク トの 掲示板に蓄積 され

た ア メ リカ の 高校生 の 書 き込 み を 日本文

の 要約 と一緒に読ませ る。

（5）国際交流

　現段階は 、ニ ュ
ー

ヨ
ー クの 生 徒の プ ロ

フ ィ
ール を読ませて い る段階 。

　 ニ ュ
ー

ヨ
ー クの 生徒 の プ ロ フ ィ

ール は 、

実に 多様 で 、 興味深 い
。

マ ヤ ・キ ッ チ ェ

イ語族の 直系で 、毎夏、ガテ マ ラに行 き、

親戚た ち と交流を深 め、マ ヤ の 遺跡 をた

どる とい う生徒や、ハ イチ ・ドミニ カ で

幼年期を過 ご した移民の子 どもな ど もい

る。彼 らの 文章か ら、勉強 して成功 しよ

うとい う意欲 ・ハ ン グ リー精神 が伝わ っ

て くる 。

（6）　E
−Trekking 　Osaka　

’

2003

　 校外 学習を E−Trekking　Osaka
’
2003 と

名づ け 、 グル ープ に分か れて 大阪市内 を

トレ ッ キ ン グ させ た
。 大阪府警に集合 し、

ハ イテ ク犯 罪対策室の 担当官の ビ デオ と

講演、通信施設 を見学 した あと、警備保

障会社、逆浸透膜利用浄水器販売店 、 護

身用品販売店 、ホテル をグル
ー

プで訪問 、

イ ン タ ビ ュ
ー させ た 。 途 中、経過情報 を携

帯電 話 を使 っ た e
−
mai1 で教員に 送信。教

員は そ の 場 で ウェ ブ に掲載 。 後 日 、感想

文 もメ
ール で送信させ 、 ウェ ブに掲載。

　大阪府警本部 で の ハ イテ ク 犯罪捜査官

の ビデオ と講演 は 、高校生 と い うよ り
一

般対 象の 話だ っ たが 、最近の イ ン ターネ

ッ トの 普及 を受 け て 、内容 を理解す る 生

徒が 多い 印象を受けた e4 年前の 16期生

で は考え られ なか っ た反応を 20期生 は示

してい る。

（7）テ レ ビ会議

　 6 月、ハ ワ イの 学校 と 3 回接続実験 を行

っ た 。 生徒は鮮明 な映像 と音声 に驚い て

い た が 、イ ン タ
ー

ネ ッ トの テ レ ビ会議 シ

ス テ ム の 本格的 な利用 が 可能に な っ た こ

と を受 け、以下の 利 用方法 を考 えて い る 。

　 E−Learning 環境の 中で 生徒が個別 学 習

を行 っ て い る時間帯 に、テ レ ビ会議 シ ス

テ ム をオ ープン してお き、 日常的 に海外

との 交流 を行 う。

　 こ こ で は 、 従来の ク ラ ス 対 ク ラス
、 グ

ル ープ対 グル ープの テ レ ビ会議 を想 定 し

て い ない
。

こ の よ うな フ ォ
ー

マ ル な会議

だ と準備 に 時 間を と られ 、長続 き しな い

こ とや 、直接 、 カ メ ラの 前 に 向か っ て い

る生徒以外 は 、 集中力 を持続で きない 傾

向がある。井戸 端会議的 なお しゃ べ りを

行 な う環境 、っ ま り、常に 、教室 が海外

とつ なが っ て い る状況 を提供 して、生徒

が どの よ うに変容 して い くか見た い
。

　 もち ろん 、語 学合宿 で 練習 した ス ピ
ー

チ を海外の 生徒 に披露す るな どの フ ォ
ー

マ ル な会議も予定 して い る 。

（8）　E−Learning
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　総合英語 5 単位中、1 ・2 単位を割 き、

E−Learning を行 う。 具体的に は 、 音声解

説 を含む英語の 教材を ウ ェ ブ上 に掲載 し、

自己学習させ る 。 単元 ごと にテ ス トを用

意 し、 ク リヤ
ー

した生徒が次に進む。

　意欲 を持 っ た 生徒は家庭か らも学習可

能 。 但 し 、 著作権に配慮 して 、ア クセ ス

制限をか けて い る 。

（9）語 学合宿

　神戸 の イ ン タ
ー

ナ シ ョ ナル ス ク
ー

ル の

カ ナデ ィ ア ン ア カデ ミ
ー

（以 下、 CA ）

の 生徒を 3 泊 4 日 の 語学合宿 に招 き 、 少

人数グル
ープで 英語 の 指導を行 う。 従来

の 寸劇 コ ン テ ス トに 代えて 、今年度 は、

「安全」 をテー マ と したス ピーチ コ ン テ

ス トを活動の 中心 とする 。

　 こ の た め、事前にス ピーチの 内容 を考

えさせ た 。校外学習や 安全プ ロ ジ ェ ク ト

の 掲示板で の ア メ リカの 生 徒の 書き込 み

な どを参 考に しなが ら、調 べ 学 習 を行 い 、

英文 を考える 。 イン ターネ ッ トの 自動翻

訳 シ ス テ ム な ど を使 っ て 生 徒が書 く英 文

は完成原稿 か ら程遠い の で 、 事 前に 、 C

A 生た ちにメ
ー

ル で 送 り、合宿時に完成

させ た あ と、ス ピーチ の練習に入 らせ る。

　 テー
マ と して 、整形手 術の 危険、女性

専用車両問題、喫煙、セ キ ュ リテ ィ
ー

、

少 年法の閙題などな どが あが っ て い る 。

孤 今後の 展開

　7 月 の 語学合宿以降の 主な行事 と して

は 、 体育祭や文化祭以外に、7 月末出発の

オー
ス トラ リア 語学研修 （希望者 ：16 名）、

10 月、韓国交流校 との 文通開始、国際科

英語 ス ピーチ コ ン テ ス ト、2 年 次 10 月 実

施の 韓国研修旅行がある。

　こ れ ら通常の 国際科の 教育活動以 外に 、

皿
、
IVで 述べ た よ うに 、20 期生に 対 して

は、特 に、テ レ ビ会議 （オ
ー

ス トラ リア

や ハ ワイ〉や E−Learning （英語学習） を

主体に した教育実践を通 じて 、教育効果

をあげ たい と考えて い る 。

皿 　おわ りに

　生徒の 学習意欲 をい か に引き出すか 、

こ れ が教育の 勝負 を決 め る とい っ て も よ

い
。

E−Learning やテ レ ビ会議な ど、技術

面 で の 教育環境の 整備は 、学 習意欲 を高

め る ため の 必 要条件で あ っ た と して も 、

十分条件 では ない 。同 じ技術 と教育環境

で 同 じ レ ベ ル の 生 徒に教育を行 な っ て も、

往 々 に して結果 が異なる こ と があるの だ 。

　David　 Pratt （2002）は 、2002 年の NECC

で の 予稿集で 、 力量 ある教員はい 自由度

の 高 い 情報 教 育を行 な うが 、力量 の ない

教員は、
生徒の 自由な活動を認め ない 傾

向が み られ た と研究成果 を発表 して い る 。

　E−Learningの コ ン テ ン ツ を精選 し、海

外 と日常的に交流す るな ど従来か らすれ

ば、夢の よ うな教育環境 が出現 した とし

て も、教師の 側 で、熱意 、公 平 さ、 自己

成長力な どを持ち合わせ ず、人間的好感

度が欠ける場合は 、
E−Learning やテ レ ビ

会議な どの 必要条件が逆効果 とな り、災

い を もた らす こ ともあ りえる 。 筆者の 実

践が 、災い となるか 、至福をもた らす か、

it　 remains 　 to　be　 seen で ある。

David　Pratt　　　Understanding　the 　Role

of 　　Self−Efficacy　　　in　　Teachers
’

Purposes　for　Using　しhe　Internet　with

Students　 NECC2002　Program　2002
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